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別紙３  
 

  

公表：平成３１年１月１８日                       事業所名    きらり新船橋校                             

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある   ６  ０ 
法令を遵守したス

ペースを 確保して

います。 

 少し狭いのではないか 

⇒必要なもの以外は１F支援

スペースに置かないようにし

ています。 

②  職員の配置数は適切である    ３  ３ 

法令で必要とされ

る配置数 に加え、

指導員又は保育士 

を １名以上配置

（常勤換 算による

算定）していま

す。 

 ぎりぎりの人員の為思うよ

うに休みが取得できない。 

⇒職員が休みをとりやすいよ

う、人員を配置していきま

す。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

 ６  ０ 

ブースがわかりや

すいよう、〇番と

番号を表記してい

ます。 

情報がわかりづらい 

⇒ 玄関スペースにお知らせの

掲示板を設置し、今月の予定

などお伝えしています。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る   ６  ０ 

毎日清掃消毒を行

っています。 

子どもたちに合わ

せ、机（小学生

用、幼児用）椅子

があります。 

  

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
 ６  ０ 

 支援計画をもと

に、活動を行って

います。 

  

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている   ６  ０ 

 事業所評価票を配

布、回収 BOXを

設けています。 

ご意見を頂き、改

善案を検討・業務

改善に繋げていま

す。 

  

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

 ５  ０ 
評価表の結果をホ

ームページ上に開

示しています。  

  

⑧  

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
 ２  ２ 

 現在は利用保護者

様・スタッフの２

者評価という体制

で対応していま

す。 

 今後ご希望に対して検討し

てまいります。 

⑨  

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している   ５  ０ 

 県・市主催の研修

や事業所内研修な

どに参加すること

で、各々スキルア

  

事業所における児童発達支援自己評価結果（公表） 
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ップに繋げていま

す。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

 ６  ０ 

 定期的にアセスメ

ントを行い、支援

計画を作成してい

ます。 

  

⑪  

子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している   ４  １ 

アセスメントシー

トは本部にて統一

されたものを使用

しています。  

  

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

 ４  １ 

長期目標・短期目

標を設定し個別支

援計画に沿って支

援を行っていま

す。プログラムに

関してはスタッフ

間で検討していま

す。 

  

 

⑬  

児童発達支援計画に沿った支援が行われている  

 ６  ０ 

 保護者様の同意の

もと、支援プログ

ラムを組み立てて

います。 

  

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている   ６  ０ 

 指導員間で情報共

有し、できるこ

と・伸ばしたいこ

と等明確にして支

援を行っていま

す。 

  

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している   ６  ０ 

 色々な活動が入る

よう前回のプログ

ラムを確認してか

ら行っています。 

  

⑯  

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
 ６  ０ 

長期目標・短期目

標を設定し個別支

援計画に沿って支

援を行っていま

す。 

  

⑰  

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
 ６  ０ 

 朝礼にて、利用予

定の児童の確認や

事務連絡を行い情

報共有していま

す。 

  

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  
 ６  ０ 

 夕礼にて、申し送

り事項の確認や利

用された児童につ

いて話す場が設け

られています。 

  

⑲  

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  

 ６  ０ 

支援後必ず記録と

して残し、他のス

タッフも含め今後

に向けた支援方法

などを話し合い改

善に繋げていま

す。  
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⑳  

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  

 ６  ０ 

 定期的に行い目標

の達成度など確

認、状況に応じて

新たな目標を設定

し見直しなど検討

しています。 

  

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  
 ６  ０ 

 児童の支援につい

て担当制はとって

いませんが、児発

管をはじめ全ての

スタッフが児童の

状態を把握しチー

ムでの支援を行っ

ています。 

  

㉒  

母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている   ３  ２ 

 学校・園の先生と

の連携を希望され

る方には行ってい

ます。 

  

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている   ２  ３ 

医療職スタッフが

いないため、医療

的ケアが必要な児

童の受入れに際し

ては、主治医等の

ご意見を確認した

上で、慎重に判断

し対応していま

す。 

  

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

 １  ３ 上記同様 

  

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている   ３  １ 

 必要な方に対して

は、ライフサポー

トファイルを利用

し情報を共有でき

るよう進めていま

す。 

  

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている   ３  ２ 

 学校の先生と直接

話をする機会は少

ないが、学校での

やり方を保護者様

に伺い同じやり

方・ペースで支援

を行っています。 

  

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  
 ５  １ 

 定期的に発達相談

センターの会合な

どに参加もしくは

情報共有しており

ます。 

  

㉘  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
 １  ５ 

 地域交流について

は、限られた支援

時間の中で実施が

難しいことから、

イベント等で利用
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者全員に画一的に

実施することはし

ておりません。 

 

 

㉙  

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している   １  ３ 

参加に向けて情報

収集を行っていま

す。  

 

  

㉚  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  

 ６  ０ 

 今困っていること

はないか？など情

報を交換し、支援

後の FBで共通理

解を図れるように

しています。 

  

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

 ２  ３ 
  

  

 相談に対して、FB内で家庭

での対応方法についてアドバ

イスをさせていただきます。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  

運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  

 ６  ０ 

 契約時に丁寧にご

説明するととも

に、フリースペー

スに資料集を閲覧

できるよう設置し

ています。 

  

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

 ５  １   

 面談・体験を通して困り感

を引き出せるよう寄り添った

対応をしていきます。 

 

 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
 ６  ０ 

主に支援後の FB

時に相談に応じ対

応しています。 

  

㉟  

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
 １  ５ 

  

  

フリースペースを提供して活

用いただくなどお力になれれ

ばと思います。その中で保護

者間の繋がりをお手伝いでき

ればと考えます。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

 ６  ０ 

FB時に受けた相

談・申し入れにつ

いては、速やかに

対応しています。 

 

  

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

 ５  １ 

 FBやブログを通

して、イベントな

どの様子を発信し

ています。 

  

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している   ６  ０ 

個人情報が記載さ

れた書類やパソコ

ンなどのデータ類

は鍵付きキャビネ

ットに保管し対応

しています。 
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㊴  

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている   ６  ０ 

児童の状態に合わ

せ、視覚的情報な

どを活用していま

す。 

  

㊵  

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
 １  ４ 

 外部向けに知って

いただく機会とし

て体験会を開催す

ることもありま

す。 

 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  
 ５  １   

 〇〇週間というように掲示

することにより、実施してい

るということを（児童を通し

て）保護者へお伝えしていき

ます。 

㊷  

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  

 ５  １ 

毎月定期的に防災

防犯訓練を実施し

ています。 

年２回非常時の備

蓄物資の確認を行

います。  

  

㊸  

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している   ４  ２ 

 面談時に頻度や薬

について、処置方

法など確認をさせ

ていただきます。 

 

 

㊹  

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている   １  ２   

事前にアレルギーの有無を確

認し、支援時には該当物質と

の接触が起こらないよう注意

して対応します。 

㊺  

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る   ５  ０ 

 事例に対し校舎内

で対策を検討し、

再発防止に努めて

います。 

  

㊻  

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている   ５  ０ 

 マニュアルを策定

し、事業所内研修

を実施していま

す。 

  

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

 ４  ０ 

 体罰に繋がること

なので、研修を通

し学んでいます。

保護者様へは契約

時に丁寧に説明し

対応しています。 

  

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   
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別紙４  
 

公表：平成３１年１月１８日    

  

事業所名   きらり新船橋校          保護者等数（児童数）１７ 回収数 １２ 割合 ７０．５ ％  

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  
わからない  

ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
１０ ２   ０  ０ 

立地を考えると

難しいかもしれ

ませんが、少し

狭いように感じ

ます 。もう少し

広くなくていい

のかなと思いま

す。 

 運動などを行う場合

は、フリースペースを

使用し様子をみていき

ます。 

座ったり立ったり、物

を広げたりゲームをし

たり出来る広さで対応

していきます。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか      ８ ４  ０  ０  

 専門や資格等が

わからないの

で、名札に併記

した方が良いと

思います。 

退職者が続き不

安を感じます。 

スタッフ紹介のファイ

ルを作成し、保護者の

方へご自由に閲できる

ようにします。  

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

 ９ ３   ０  ０ 

本人にわかりや

すい構造になっ

ている。 バリア

フリー化は×、

情報伝達の配慮

はわかりづらい

です。 

 FBの内容を必ず支援

ブースの中で行うこと

で、プライバシーの配

慮をしていきます。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

 １２  ０ ０  ０    

  

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  
 １２ ０   ０  ０   

  

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

 １１ ０  ０  １  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか   １２  ０  ０  ０   
  

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
 １１ １   ０  ０ 

プログラムが重

複していて、先

生が異なると一

貫性の無さを感

じます。  

 少しずつでも成長に

合わせて課題を提示し

ていけるよう、指導員

間で情報共有していき

ます。 

保護者等からの児童発達支援評価の集計結果 （公表） 
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⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか   ２  ０ ７  ３  

 今のところ、一

般の方への公開

イベント等はな

いと思う。 

支援時間内では実施が

難しく、現在行ってお

りません。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
 １１ １   ０  ０   

  

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

 ９  ２  ０ １    

  

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
 ３ ２  ３  ４  

 質問したら答え

て頂けているの

で満足していま

す。 

 今後も同じような形

で保護者様のサポート

をさせていただきま

す。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

 ９ ２  ０  １ 

 FB時に褒めて

もらえて良いの

ですが、注意し

た方がよい部分

を示してほしい

所もあります。 

伝えなくてはいけない

ことは、しっかりお伝

えしていきたいと思い

ます。  

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
５   ６ １  ０ 

定期的に面談が

あればありがた

いです。成長具

合を知りたいで

す。  

 モニタリングの時期

に合わせて、現状報告

と今の困り感などお互

いに情報交換できる機

会を設けていきます。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

 １ １  ７  ３ 

 同時間帯でよく

顔を合わせる保

護者はあいさつ

程度の交流があ

ります。 

 フリースペースをご

自由に活用していただ

くことでお力になれれ

ばと思います。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

１１  １  ０  ０   

  

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
１１  １  ０  ０   

  

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

 ５ ２  ２  ３   

  

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  １１ ０  ０  １   
  

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

 ８ １   0 3 

 マニュアルの説

明はあったが、

訓練はいつ実施

されているのか

不明です。 

 フリースペースに各

対応マニュアルをファ

イリングしたものを設

置、掲示するなどで周

知に繋がるよう対応い

たします。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
 ６ ２  ０  ４ 

 子どもが一緒に

訓練していると

いう話はないの

で不明です。 

防災訓練への参加の希

望聞き取りを行い、児

童参加型の防災訓練を

行ってまいります。 
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満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  １０ ２  ０  ０ 

子どもの様子を

見ているととて

も楽しそうにし

ている、 いつも

ありがとうござ

います。 

先生を好きでい

て助かっていま

す。 

  

㉓  事業所の支援に満足しているか  １２ ０  ０  ０ 
  

  

 引き続き皆さまが満

足していただける支援

を提供できるよう取り

組んでまいります。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


